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＜緒言＞ 

含フッ素ポリイミドは、ポリイミドが本来有する高い機械的強度、耐熱性、耐薬品性に加え、フッ
素原子に由来する低誘電性を有しており、幅広い分野で用いられている。しかし、これまでに報告さ
れてきた含フッ素ポリイミドは側鎖にフッ素置換基を導入した例が大半であり、主鎖にフッ素置換基
を導入した例は限られている。特に、ペルフルオロアルキレン骨格を主鎖に有するポリイミドは優れ
た加工性と誘電特性を示すことが期待され、その開発と物性解析が望まれている。 

そのような中、当研究室で
はオルト位にアルキル基を有
するアニリン類とジヨードペ
ルフルオロアルカンの反応に
より、ペルフルオロアルキレ
ン骨格を有するジアミンモノ
マーを合成した。さらに、得
られたジアミンモノマーと市
販の酸二無水物を一段階の加
熱により重合することで、主
鎖にペルフルオロアルキレン
骨格を有するポリイミドを合成した (Scheme 1) 1 。得られたポリイミドは比較的低い屈折率を示し、
誘電率も低い値を示すことが期待される。しかし、その構造バリエーションは限られていた。そこで
本研究では、よりフッ素含有率が高いポリイミドの合成を目指し、ベンゼン環にフッ素を含むアニリ
ン類を用いてジアミンモノマーを合成し、それを酸二無水物と重縮合することで高フッ素含量ポリイ
ミドの合成とその物性解析を行った。 

 

＜結果と考察＞ 

 初めにモノマー合成を行った。光レド
ックス触媒であるEosin Y-2Na (10 mol%) 

存在下、ヘキサデカフルオロ-1,8-ジヨー
ドオクタンに対し過剰量の 2,6-ジフルオ
ロアニリン、還元剤としてアスコルビン
酸、塩基として炭酸セシウムを添加し、
白色LEDによる光照射と撹拌を行った。
その結果、目的とするジアミンモノマー3 を 25%の収率で得た (Scheme 2) 。 

次に得られたジアミンモノマー3 を用い、酸二無
水物との重縮合を行った。DMF 中ジアミンモノマ
ー3 に対し 6FDA を 1 当量添加し、180 ℃下で一段
階の加熱を行うことで新規含フッ素ポリイミドの
合成に成功した (Scheme 3) 。 

当日は、ポリイミド膜の屈折率をはじめとした物
性を測定した結果についても報告する。 
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